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太陽大氣に於ける諸問題（・）

上　島 昇

概 醗

　太陽の直接観測し得る部分は極めて小さく，僅かに大氣に限られるε云

ってよい．太陽活動の片鱗NSも見るべき黒磯やこれに件ふ現象を超えて，

太陽の内部は観側からは全く窺ふ由もない．勿論EddiDgtonの理論的研究

によって著しい進歩を見ナこ．併しこんなわけでこNでは太陽大氣に關する

研究に止めて置きたいε思ふ．太陽の輻射や吸牧スペク1一ルの研究から，

Russell及びStewartは太陽の大氣に關し次の如く云って居る．「一一一・ts上

には彩居ミ呼ばれる厚い暦がある．こXでは瓦期は個々の原子に働く輻射

歴によって支持されて居る．この暦に於ける歴力及び密度は除々に下方に

増加し，その底部に於ける歴訪は10”’7氣Wt或は水銀の0．0001皿m程度であ

る．この暦の下では重力が優って來て，厘力は下るにつれて頓に檜加する

が，温度は殆んさ攣る事なく，瓦斯の透明の間は先づ5000度附近である．

反彩暦ε呼ばれるのはこの部分である．歴力が0．01氣歴に蓬する葛一般

吸攻の爲に瓦斯は不透明になり始める．この不透明度は厘力S共に大いに

塗加し，反彩暦はかなり急激に憂って光球ミなる．光球は我等の研究せん
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εするスケールでは不透明艦ε見られる．不透明度が重大になるε，温度

はSchwa】zschild及びEddingtonの展開した輻射回廊の理論に從って上昇

する．観測さる、光球の温度は輻射の放ナこれる暦に封ずる李均喧である．」

併しながら太陽は極めて近距離にあるが故に，これに画しては此の他にも

他の星には全く知り得ない部分の知識を得る筈である，實際大陽には此の

種の附随物が二つある．一プロミネンス及びコ・ナこれである．或る意

味では大氣ε云ふ名はスペクPルの吸牧線を形成する場所に落し附せられ，

プロミネンスやコロナは太陽大氣の研究からは除かれる．併しながら一方

Deslandresε云って居る様に，光球外の太陽外暦は太陽の大氣ミ考へてよ

い．蓋し本論文の題目に大直なる語を選んだ所以である．

　太陽大氣に關する問題は極めて多い．こXでその個々に止れる事は到底

不可能である．で其の中潮五つの周忌を選んでこれが議論をすXめて行き

ナこい．自口ち大氣に於ける歴力，大氣の量的分析，黒黒占スペクトルの相封的

強さ，噴出プロミネンスの高速度，及びコロナの輻射の性質これである．

以下これらの問題に記する重要な研究を二藍し吟味して，近代思想の一般

的傾向を示さうミ1思ふ．問題の性質上近頃進んだ原子や輻射に訳する多く

の知識を必要Sする．勿論今日でも原子の構造に噛する理論は完成の域遠

く及ばぬ．從ってこれらの現象を完全に解かんEするには血温に於ける物

理學の進歩に待ナこねばならない．

　　　　　　　A太陽大氣に於ける骨力

　1　太陽大氣に於ける厘力の正確な知識は太陽物理學の種々の問遺に資

する所極めて多い．併しながら心力の決定は極めて困難であり、完全な解

答は高温度に於ける瓦斯罷に画する物理學の一段の進歩を待たねばならぬ．

過去此期の間に反応命に於ける歴力に期する概念は一憂しナこ．以前は世々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1歴に及ぶε考へられて居ナこが，今では一般に一鶴墜の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にも及ぶまい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1000
E信じられて居る．歴力を評贋する種々の方法が，Russell及びStewart，

Fowler及びMilne或はSaha等によって提起された．今古軍に全べてに

亘って一瞥を與へよう
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1　二階　的　研究

2　フラウンホ鴫フエル線の魔力墜位

　古くは孤燈スペクトル線S太陽スペクトル線εの波長を比較して，太陽

の歴力を嶽氣歴なりS見ナこ．郎ちJewell，　Mohler及びHumphreysは種々

の金属線の研究から2乃至7錬士ミ出した．十四年の後Fabry及びBuisson

は詳しく鐵の孤燈線を検べて，島牧線を出す太陽の鐵の蒸氣は5乃至6氣塵

だξ結論しテこ、これらの評償は太陽及び孤燈線の波長の維封差によってな

されナこが，後，實験室に有っても太陽に於ても，波長は他の多くの原因か

ら左右され，建って塵力試位の色品は極めて困難なるを知るに到つナこ．併

しながら同じ元素でありながら恐々異る歴力係数を持つ様な線が嚢見さる

Nに及んで忌事的な方法が可能εなった．Evelshedは歴力に最も感じ易い

線ε最も感じの悪い線ξを用みて，太陽の歴力は一塩厘場下なりS結論し

ナこ．併しながらこの方法もまだ信頼するに足らない．何故ミ云へば最も感

じのよい線は叉大きな極敷女（pole－effect）を持つ様なタイプに属するから

である．現在唯一の最も信頼に値する方法は次の如きものである．二つの

線のグループが一壷厘i毎にC，，C2の如き高力品品を持つεし△λ1△）．2を歴力

の増加による波長の憂化ごすれば，加つた厘iカpは（△）・2一△λ］）／（C2－C，）に

等しい．この場合略同じ位の李均の強さを持つ幾組かの線を用うれば，高

さや封流による影響は除かれる．更に組を作るに當って，略同一のスペル

トルの部域に限れば，ドプレル敷果や湘封律の影響は僅小ミなる．1921年

にPerotはこの方法をMgの線に鷹屈して，この線を生する反彩層の歴力

は閑却しても’よい毒心なる事を見出しナこ．又計る鐵の線を護する部分の墜

力も…mH・の醸な．り・知られt・…1・・も亦指氣一度ならん一・云

って居る．併しながらこの問題に心して最も貢献したのは井ルソン山天文

皇のSt．　Joh1ユ及びBabcockである．蔀ち彼等は必要條件を満す11組の

鐵の線にi賜し次の如き結果に到達しナこ（1924）．　この表be　一覧iすれば直ち

に解る様に正號ε員號ミは相等するが，その卒均値：は反彩暦に於ける歴力

が一丁歴の小さな分藪に過ぎない事を示して居る．同じく鐵線に封しであ
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第　　　一

厘　力

一〇．089氣産嚢

一〇．26

－O．22

十〇．54

十〇．07

十〇．75

表

グルーフ

　a－d

　a一一b

　b一・c

　1）一．Nfn

　a－b

卒均歴力　0．13士0．06氣歴

部域線の数厘力
462，3　20　一〇．09

4741　20　十〇．59

tt913　20　十〇．29

4770　14　一〇．33

5486　2e　一1．Oe

るが，別の材料を用みて李均の歴力＋0．05三三を見萬し，叉C及びTi線

に封しては十〇．02氣歴なる値を導いて居る．

　要するに全べての結果は歴力は極めて小なりS云ふ意見S一致して居る

が，進んで例へば0回歴ε10－1七二ミの間に在っては幾何なりε明確に観

別し得るものがあらうか．

　夏に同檬の方法を明るい恒星に慮用して見るミ面白い．Adamsは恒星大

氣に於ける撃力の研究を初むるに贈り，火花線ミ孤燈線の学力係歎の系統

的差異・を基礎に用ゐt．EPちSt．　John及びW．S．　Adamsが斯くの如き方

法によって，シリウス，プロシオン及びアルクテウルスに見出しナこ大氣の

厘iカは次の如くである．勿論これらの丁丁は用ゐナこ門門線を生するレベル

に關するものε見るべきである．

星

シリウス

プロシナン

ア1レ〃テウ，レス

太　　陽

第　　　＿

糠の藪
　70
　87
　7工
　lors

　175
　247

表
ポ
ψ
－
　

〕

⊂
正C
a nMd
噛
D

C
a

グ 塵　　力

十〇・4士L1氣塵

．O．8±O．9

一〇．5士0．8

十〇．lb）±O，06

　Saletも同様な研究から決定的ではないがアルクテウルスの揚合には約3

回歴，プロシオンの場合には1，2氣駆ε與へて居る．

　斯くの如く恒星に見出されナこ歴力も太陽の場合ミ同程度ε見られる．

　3　屋力に感じ易い線の二二
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　歴力の高い場合には附近にある原子が吸牧すべき原子に影響して，スペ

クトル線は太くなる．蓋し原子の完全な週期姓は失はれて，その量子歌艦

が完全に輩一に決定されないがためである．所がアークでは鏡細ではない

が眞室町でははっきりミでる様な線は，太陽に於てもシャープに出て居るe

これは太陽スペクトルに見ゆる線は野心の低い所で生するものε信ずべき

理由を與ふるものではないか．Cr，　Ca，及びBaの斯くの如き線からRussell

及びStewartはこれらの線な嚢する反彩暦に於ける塵力は0．1回歴よりも

低かるべしざ結論しナこ．進んでPayneはearly　B型の星やlater　O型でシャ

ープに見えて居るN＋＋の線は，實験室では最上の條件の下にあっても稽鋭

細を鋏いで居るからこれらの線はかNる星の大氣でも極めて厘力の低い部

分に獲生さるNのであらうε云って居る，

　　　　　　　　　　2　理　論　的　研　究

　4　大氣に於ける電離と分解

　恒星大氣に於ける厘力を評飽する巧妙な方法が，イオン化の理論から導

かれる．これが慮用は種々の場合になされた．

　a）Sahaの與へた公式によれば，太陽に在ってはカルシウムのイオン化

は10一4氣歴に於て完全する筈である．故にこの歴力を持つレベルは4227A

の線を放つ中性Caの最上麿ミ見るべきであらう。一一方Mitchellは閃光スペ

クDレの観測から，H及びK線は14，000kmに迄登って居るが，4227の線

は僅かに5000kmにより達して居らない事を護罰して居る．故に5000km

の高さに於ける下山は約10－4氣歴であらう．」4　Sr及びBaの電離電墜は

Caより低いから，イオン化は同一の温度に封してはより高匿に於て完全

すべく，閃光スペクトルに干てもこれら元素の中性の線は遙かに早く浦失

するであらう．かくの如き観測によって反蝋型に於ける下元の分布を完全

に描増する事が出旧るかも知れない．併しながら種々の金属の電離電塵や

スペクトル系列に關する我等の知識は極めて貧弱であるから．この理論も

さして満足な結果を畢ける事は出來ない．

b）St．　Johnは白紋上の火花ti線の強さの櫓加から中間のレ・“’」Vに於け

る二上は10”1乃至IO”2氣墜の程度だS云って居る．
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c）　アルカリ金属やアルカリ土平の孤燈線は黒帯上では普通の太陽面よ

りもその強さを噂して居るが火花線は却って強さを減じて居る．之は厘iカ

を10－2氣歴以下εすれば聞所に於ける温度差に原因するaオン化の多寡に

より説明される．

　d）Balmer及びPickeringの系列が同時に現れ，而も同じ張さを持って

居る0型の星では，地力は0．01地歴ミ思はれる．（Russell）

　c）AtkinsonはTio2，の分解を論じて居る．この化合物のバンド・スペ

クトルはM型の星の主な特性でありK5型にも見られるが，温度上昇して

Ko型の星に到れば漕失する．この化合物の李衡はKp＝：P・riPo2／PTiO2の如

き：量により決定されるE假弄して，彼はこれらの星では反彩暦の歴力は

10－5或は10－6氣Wt　S見るべきだミ云って居る．（上式でPは夫々Ti，02，　Ti

O2，の部分厘iを表はす．）Russe11及びStewartはこの分解により生する酸素

を分子歌騰になく原子辣艦にあるものミ考へ，公式を補正して，Ti及び。

の部分歴は10－5程度で，反彩暦の厘iカミしては10　3乃至10－4氣歴ε見るv“’

きだらうε云って居る．

　f）　Fowler及びMilneの研究

　他に差異がなければ恒星スペクトルにある一つの線の強さは大西中に存

在して其の線を吸回し得る摸な原子の濃度に比例するミ：假定して，Fowler

及びMilL）eは，中性であり而もr哨艦に在る原子の分藪恥は

　　　　　　三一㍗警響T・T5／’・『R，／KT

なる時に極大なる事を詮明した．こXでP．はあらゆる所より留るエレク

Fロンの部分厘を表はすが，恒星大氣に於ける條件の下では一原子に歯し

先づ一エロクFロンが存在するから，瓦斯の総厘力の牛ばE見てよからう．

旧式より，障る線の張さが極大Sなる様なスペクトル・クラスの温度を知

れば反彩暦に於ける部分歴P。の値を決定：し得るのである．温度はM型から

A型まではかなりよく知られて居るから，この温度を早梅して，Fowlei及

びMilneは種々の線からPを計算した．例へばBalmer系列は約10，000度

の温度を持つAo型の星に於て極大ミなる．此の場合にはN／1＝・109678，

z1＝・13．54，　N／22＝・27420，　x2＝3．385，　b（T）＝・2，　c＝1である．故に
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　　　　　Tmax　＝i，10，0000　ビすれ！t’　　　　　1）e・＝1，31×10－4氣厘壁

　　　　　　　＝II，OOO　：＝：7，20×10一‘

　　　　　　　＝12，000　＝＝3，08×10－3

を得る．筒其の他の線に回して計算された結果を引用すれば，

Mg＋　4481

Mg　lll撫鋤

Mg C5173）

Na

ﾐ鋤
Sr＋　4216　4078

13a＋　4934　4554

Ca＋　3968　3933

Ca

|蜘
儀翻4435）

P＝＝O．82xlO－4

　1．b）O×le－4

　5．24×le－4

　2Ab）　x　IO－s

　1．orr8×lo－e

　7．76×lo－4

　5．34xlo－s
　3．45×10－4
　1．69×10－3

　1．80　×　lo　一　ro

　2．17×10－4
　1．50×10－3

　2．63xlO－b
　l．43　×　IO－4

　2．　or2×　10－5

　L58×IO－4

　9．89　×　1O－7

　5．02×lo－or

　2．01＞〈エ0－5

　1．83＞＜10－4

　1．16×10－3

　2．15×10－6
　3．78×1O－s
　3。70＞く10－4

　こNに研究せる線は殆んき全べて亘星であるから，

する歴力の李均値ε見るべきであらう．併しながら，恒星間の厘力の距り

は割合小さいε考へられるから上に見出しナこ10－4氣塵なる値は太陽の反彩

暦に於ける卒均厩カミ見てもよからう．

　5　太陽の外厨二於ける一般不透明度

　大氣中の一般不透明度の概念から厘力を決定する手段を得る．不透明の

原因に關しては二三の假定が提起された．透明でないε云ふのは實験室内

でも，太陽に在ってもイオン化の様子に起因するミ云ふ意見を初めて護表

したのはStewartである．つ、“いてRussell及びStewartは一般不透明は自

由電子による輻射の分散及び吸牧，原子のRayleigh分散に蹄しナこ．更に最：

但T＝＝　IO，OOO

　　10，220
　　11，000

　　　5，000
　　　5，500
　　　6，000

　　　5，000
　　　5，500
　　　6，000

　　　3，500
　　　4，000
　　　4，soe

　　　5，500
　　　6，000

　　　5，000
　　　5，5QO

　　　5，00Q
　　　6，000

　　　4，000
　　　4，500
　　　5，000

　　　3，seo
　　　4，00e
　　　4，500

　　この結果は：巨星に封
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近Eddington及びMilneは光電的イオン化による不透明度を計算した．

　a）Russeil及びStewartの研究

　Fを以って輻射の始めの強さが1／eだけ弱めらるNに要する距離を表は

せば，その計算された結果は次の如し．（ナトリウムの輻射に冷し）

Na及び自由電子の歴力

　　　1氣歴

　　　IO－i

　　　10－2

　　　10－3

　　　10－4

F1（分散より）

　　170km

　　630

　2，900

　21，000

200，eoo

F2（吸牧より）

　　O，OJ21rm

　　O，47

　　28

　2，600

260，000

　上表より知れる様に太陽大氣の歴力が0．01氣歴もある様では，aオン

化せる原子はかなり不透明だから、其以下の輻射は遽i断されて終ふ故に

0．Ol氣厘は大塩光球の厘力を表はすものミ見られ、更に外暦の屡力は遙か

低いに違いない．

　b）Eddingtonの研究

　外暦に低し透導されf遺墨係tW　K＝＝177を使用し，．Eddingtonは光球の

厘力be　10－5氣厘iε得た．併し彼によれば80％の輻射を出す暦の厚さは僅々

17　Kmに過ぎぬ事になる．

　C）Milneの研究

　Milneの公式により計算されナこ：不透明度はRusseli及Stewartにより計算

されナこものよりi遙かに大きい．師ち後者によれば，温度5000。，墜力10磁氣

歴では一部イオン化せるNa蒸氣が光線を11。に迄減するには200，000　km

の厚さを持たねばならないが，Millleの計算ではCaに即しては28kmで

足りて居る．これはRussellやStewartの計算した不i透明の原因はMilneの

ものしたものに比べては閑却してよい事を意味する．故に若しこの理論が

正しいならば光球の歴力は高々10－5の程度であり，大氣は遙かに低歴でな

ければならぬ．

　6　スペクトル系列の観測される極限

　Bohrによれば観測されるBalmer系列の線の故は瓦斯の密度如何によ
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る．n番目の軋道を開く7eめには，エレク1・ロンは原子核よりO．522×10－8

necmの孕射距離に迄離れねばならぬ．併しこの距er21内で第二の核の影響

を受けるεすれば，軋道はある極限以上に開く事は出來ない．夏に厘カミ観

測さるx水素線のtw　Sの間には劃然たる關係がある様である．　Wrightによ

れば最後のBalmer線の直ぐ赤の側にあるabsorption　headはct　LyTae’（普

通のA型）に於ては・cCygni（超：E星）に於けるよりも：更に赤の方にある．

Payne及びHoweは観測さるsBalmer線の歎ミ補正した個有蓮動ミの

聞に劃然ナこる關係を見出し，これを多くの星の眞光度の最上の規矩に選ん

だ．以上の考察から厘i力然って原子の密集は線の獲生能力に或る影響を持

って居る様に思はれる．實際PayneはBohrの評償より反彩暦の歴力を

計算し，IO－3乃至10“4氣歴なる値を見出し7C．併しながら彼の女は此の値

を上の極限ξ考へて居る．何故ε云へば系列の紫の方の端にある藪本の線

は見落すこミがあり得るからである．

　Sahaは更にFraunhoferスペクトルを査べて，五番目か六番目以上の：量

子軌道はめつナこに開展して居らない事を知り，從ってこの系列の極限から

璽力を決定する正密な方法が得られるミ言って居る．

頑
H

Na

Mg

Cla

7　吸罫線の幅

フラウンホープエ，レスベクトル
中の最後の系列線

｝ia　v＝N｛mliitE一，’in一，，｝

Ha　N＝N｛et一｛IE，rp｝

佛二蟹　ま爆1

　2p－6d　4351，94

佛奮　　器鎗

第一軋道の相州波長

　　2238

　　1714

　　3062
　　3437

　　3649

　　6385
　　50－28

吸牧線の幅の廣くなるのに封し考へ得る原因εしては，

a．歴力　（分子衝突）

d．／オン化せる瓦斯に於ける／オンミ自由電子NSによる場の吸牧分子に

及ぼすStaτk敷果

。．視線の方向にある吸牧分子の藪，二丁動によるDoppler丁丁
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d．上昇及び下降流のDoppler敷果

e・太陽の自轄のDopper発御

f，正常の電揚によるStark敵果

g，種々の漣度を持てる自由電子のCompton敷果

　この中aは既にH．C．　Hulburtに論ぜられ，　a，　b，　c，はRussel］に論ぜ

られナこ．

　a．Debyeによればイオンの全質量が10－6　gr／ccなる如き瓦斯に於ける

李均の分子の場は約10一昌volt／cn13である．：水素線はこの場の強さによって

約・A・uに繊められ譜麟泉はこのおだ熱くなる筈であ・・醒

スペクトルの線の細さから，Russellは高温星に於ては歴力は5×10’3加

撃iを越得す，K星に於いてすらO，1天田を越得ないミ云って居る．一方

HulburtはStark翼果εSahaのイオン化の公式εを結んで，多くの恒星

スペクトルに於てBalmer線の太くなって居るのを説明するためにJ星の

大氣の均等は数野墓でなければならぬミ云って居る．併しRussell及び

Stewal”tはこの計算を更に嚴密に繰返して，太陽大氣に勝ては10－8氣塵

Ct　Lyraeの揚合には10－4氣厘だε謹明した．

　b．古典的な電磁説に立って居るStewartの研究によれば10‘’iAUより

も太い輝線の観測さるN幅は△＝（5．8×10－13）λγ貢一により計算される．こ

NでNは視線の方向にある町君面積筒内の響動原子の撒である．これ7e　Na

蒸氣に鷹用して，Russell及びStewartは反彩期中の歴力は1r5だε出し

ナこ．

　c．この影響は10『4氣歴より大なる密度に於てのみ重要である

　挙挙の揚合には上の原因が相關聯して線を太めるのに影響するのだけれ

き太陽大氣の厘力が10”3乃至10”s氣厘なる事は明かであらう．

　8　輻　　射　　塵

　太陽大氣に於ける原子が輩に重力のみを受けて居るEすれば，太陽の表

面では重力の値は地球上の27、6倍だかか容易に計算される様に，Zキロ

メートルの高さにある元素の密度は略

　　　　　　　　　　　　AZ
　　　　　　　p　＝po　×10一　zart
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で與へられる．この式でAははその元素の原子：量を意味し，P・は表面に於

ける密度をあらはす．併しながら観測の示す所ではPの減少は一般にこの

式により與へられるよりは遥かに緩かである．故に太陽太氣に於ては某か

の斥力が働いて重力の値を小さくして居るミ見てよい．この斥力を輻射塵

ミ見るのは自然であり，從ってこの見地からも，大氣に於ける出力を決定

する事が出；來る、

　Eddingtonによれば太陽の揚合には輻射厘に支へられる最上暦の物質は

10M4　gr／c㎡に過ぎないε云ふ，故にこの物質が400キロメートルの高さに

・鑛って居るεすれば，ZF均の密度は5000度にある水素原子に謁しては，10“6

氣厘の忠魂墜力に相當する．

　一方H及びK線が10AUの幅を持つεすれば，毎秒軍位面積毎に軍位立

三角内に放射されるこの部域の輻射の量は約6×107エルグである．夏に

これが四方に向ふこミを考慮してMilneはこの輻射が全べて吸牧されるも

のこすれば，軍位面積毎に輻射塵に支へられて居る物質の量は2，4×10“s

g／rcm3ε出しナこ．故にこの物質が5000。で5000kmの柱を占むるSすれば，

そのZF均厘力は5×10－13氣歴εならう。彼はこれを高い彩響に於ける早撃

E考へて居る．

　9　閃光スペクトルには分散光厳し

　閃光スペクトルに露塵スペクbルが観測されないE云ふ事實から見ても

この部分の密度は極めて低いミは思はれる．Russe11及びStewartはこの見

地から，高い反嘉暦に於ける塵力は2×10層5試歩を超えまいミ云って居る．

　玉O太陽の外経に於ける輻射平衡

　Eddingtonの輻射李衡の公式が近似的には外暦にまで當るものεすれば

光球の厘力は0．01氣歴よりは少くミも五倍小さい筈である（Russell及び

・・・・…）・賜胤・封％M・1・・蠣蛭㈱・よればT・一一e。T・・（1＋｛｝）

であるが，これから出摩して彼は光球の塵力を1．12×10－4氣歴ミ出して

居る．

　　　　　　　　　　　　穏　　　　　括
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　上に抄記した方法によって導かれtc反彩暦の厘力を要約すれば次の如く

である．

魅力攣位

署の細さ

イオン化

　Saha

　St　iohn

　Russell

　Russell

　Atkinson

　〈10『1氣厘　　　　バルマe一一〉＄N列

　く10”1氣厘　　　　線の幅

　　　　　　　　　　　　Russel

lr4電歴（SOOOI〈mに於て）Hulburt

　Russe11及びStewart

　Fowler及びMilne

一般不透明度

　Russell及びStewart　10－2（光球）

　Eddington　10T5　！一
　　　b

　Milne　10rm4　！一

　10－1－lo－2

　10－2（O型星）

く10一2（黒鮎）

　10－b－10－6

　　　1　O一［　一1　o－4

　　　10－4

1O－3－10－4（上限）

　　　　　　　　IO－3

　　　　　　　　藪氣歴

　　Russell及びStewart　l　O－5

　　Ressell及びStewart　10－5

　　Russell及びStewart　10－3

輻射歴

　　Eddington　l　o－6

　　Milne　　　　l　O－13（上彩暦）

閃光スペクトルく10－i）（上反彩暦）

輻射李衡

　　Russell及ひStewart　1　O”　「’

　　Milne　l　o一‘

　これらの考察は殆んさ全べて近代の宇宙物理學的研究に員ふものである

が，そのま：流の向ふ所は一つである．勿論厘iカの大いさに關しては未だ意

見の一一ikは見ない．叉何れを垣覗する事も出來まい．併しながら最近の研

究に於ける一般の傾向は常に反彩暦の歴力に低い値：を附さんεして居る．

實際歴力が10一塚厘iより小さいS云ふのは至當の様に思はれる．而も然り

こすれば，これを厘i劃して室氣程の密度を持たすεすれば，光球上の瓦斯

艦は僅か一吋を占るに足らない，考へても御覧なさい．一群の室氣が何百

何千尋の暦に籏散して居るのです．一而もこれは近代物理學のもナこらし

た結果なのです．勿論現在我等の知って居るのは反彩暦乃至彩暦に於ける

厘力の李均値に過ぎない．光球上の種々な高さに於ける正密な値を知る事

は不可能である．從って進んで完全な解結に至るは將來に於ける理論並び

に一罪物理學の進歩に待たねばならぬ．（未完）


